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ソシュールのアナグラム再考
──詩とシーニュ──















































































































1905年 12月から 1906年 1月にかけてソシュールはイタリアで冬の休
暇を過ごしている。ローマから 1906 年 1 月 10 日付でアントワーヌ・メ
イエ宛に書かれている書簡によれば，この頃からソシュールはラテン古詩
の詩法研究にとりかかったと推定される―「フォロ・ロマーノにあるア
























バイイに出された 1906年 7月 5日付の手紙で，彼は「サトゥルヌス詩
をあらゆる角度から検討したあげく，あなたが知れば，たぶん満足するだ


















46) ということ，すなわちソシュールが後に「クープレゾン (couplaison, 対









































































































































































み合わせを害さざるをえなくなるといったシステム」(Ms. fr. 3963/1, p.1,







































































ある一行，<Duos autem simul pariens hunc> には，ラテン式の彼の名
と称号にあたる <THOMAS IOHNSONIUS ARTIUM MACISTER
IN USUM SHOLAE ETONENSIS> という八語にもおよぶ「主題語」













































































ソシュールはパスコリに，まず 1909 年 3 月 19 日付の手紙を書く。この
一通目の書簡にたいする詩人教授の返信は，現在のところ発見されていな

























































































La mer, la mer toujours recommencée !
O récompense après une pensée
のうちに <recommencée> のアナグラムを読み取っている (MSM, p. 158)。
引用箇所の第二行目の <récompense> の <recom-> と <-ense>，および







































































































































Ms. fr. 3963/3 ＝フランス語手稿・断章番号 3963，カイエ 3（頁数はユデルが振っ
たと思われる番号に拠る）
MSM= Jean Starobinski, Les mots sous les mots. Les anagrammes de Ferdinand de
Saussure, Gallimard, 1971




1) Les anagrammes de Ferdinand de Saussure, in Mercure de France, février 1964.
Les mots sous les mots, in To honor Roman Jakobson, La Haye, Mouton, 1967.
Le texte dans le texte, in Tel Quel 37, 1969.
Le nom caché, in L’analyse du langage théologique. Le nom de Dieu, Aubier, 1969.
La puissance d’Aphrodite et le mensonge des coulisse. Ferdinand de Saussure lecteur de
Lucrèce, in Change 6, 1970. 
上記の六論文を加筆・再編した著書，Les mots sous les mots. Les anagrammes de
Ferdinand de Saussure, Gallimard, 1971.
2) 代表的な論文として次のようなものが挙げられる。
Julia Kristeva, Pour une sémiologie des paragrammes, in Σημειωτικὴ. Recherches
pour une sémanalyse, Seuil, 1969. 
Roman Jakobson, La première lettre de Ferdinand de Saussure à Antoine Meillet sur
les anagrammes, in L’Homme 11, 1971(Questions de poétique, Seuil, 1973). 
































3) アメリカ文献学会からホイットニー追悼文を依頼され，1894 年 11 月頃起草
された，未完の草稿。『学習院大学文学部研究年報』第 30 号（1984）に小松英
輔氏による掘り起こしが掲載されている。




6) アヴェには，サトゥルヌス詩にかんする著作，DE SATURNIO LATAINORUM
VERSU (Paris, 1880) がある。ソシュールがアヴェの研究を参照にアナグラムを
研究したことはまちがいない。1906年 12月 6日付メイエ宛書簡には，「それか
ら私はサトゥルヌス詩を深く検討し，これにかんしてルイ・アヴェの結論とは















9) 丸山圭三郎『フェティシズムと快楽』，紀伊国屋書店，1986 年156-158 頁。
10) アナグラム研究にやや先行すると推測されているニーベルンゲンにかんする手
稿においても，ソシュールは固有名詞を一種の「シーニュ」として論じるさい，
<symbole> という用語に訴えている (Ms. fr. 3958/4, MSM, p. 15-16)。この符
合は，「主題語」が「シーニュ」のステイタスを持っていたこを傍証してはいな
いだろうか。
11) 全 40 頁のノートの裏表紙の前の頁全体を使ってこの覚書きは記されている。
最初の頁から覚書きの直前の頁（ゴデルが付したと思われる整理番号に従えば
20 頁）までは，すべてリグ・ヴェーダの詩篇の，アナグラムではなく音韻数を
示す表に割かれている。覚書きには，それらの部分と同様のセピア・インクが
使用されているが，音韻分析との連関は稀薄であり，その注釈とは考えがたい。
もっともありえそうな仮定は，手元にあったノートの余っていた頁を利用した
とすることである（各音韻表は見開き二頁にわたって書かれているので，最終
頁は余る可能性が高い）。だとしても，このことは，ラングの限界とディスクー
ルの成立をめぐる問いがソシュールの思索に立ち現れたのが，詩法の問題に取
り組んでいた時期と重なることを示唆することになる。
＊ソシュールのアナグラム研究ノートの読解は，筆者がジュネーヴ大学文学部
一般言語学科留学中（1991-1992）ジュネーヴ市民・大学図書館で行った手原
調査に基づきながら，学習院大学が所蔵する手稿コピーを参照することで補っ
た。閲覧にさいしての同大学・小松英輔教授の御厚意に深く謝意を表する。
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